
23

？
　

国
民
年
金
は
、
日
本
国
内
に
お

住
ま
い
の
20
歳
以
上
60
歳
未
満
の

す
べ
て
の
方
が
加
入
し
、
保
険
料

を
納
め
、
支
え
あ
う
制
度
で
す
。

　

国
民
年
金
は
、
社
会
全
体
の
「
世

代
間
扶
養
」
の
し
く
み
で
成
り
立

つ
「
公
的
年
金
制
度
」
と
し
て
、

生
涯
に
わ
た
り
皆
さ
ま
を
サ
ポ
ー

ト
し
ま
す
。

毎
月
の
保
険
料
は
い
く
ら
？

　

な
お
、
保
険
料
を
ま
と
め
て
前
払

い
す
る
こ
と
に
よ
り
割
引
さ
れ
る
前

納
制
度
や
、
口
座
振
替
に
よ
る
早
割

制
度
も
あ
り
ま
す
。

※　

口
座
振
替
に
は
、
毎
月
の
保
険

料
が
翌
月
末
に
引
落
し
さ
れ
る
翌
月

末
振
替
と
、
毎
月
の
保
険
料
が
当
月

末
に
引
落
し
さ
れ
、
月
額
５０
円
が
割

引
と
な
る
当
月
末
振
替
（
早
割
制
度
）

が
あ
り
ま
す
。

国
民
年
金
の
メ
リ
ッ
ト
は
？

　

納
め
た
保
険
料
は
、
「
社
会
保
険
料

控
除
」
と
し
て
全
額
控
除
の
対
象
と
な

り
、
税
金
が
安
く
な
り
ま
す
。

　

日
本
人
の
平
均
寿
命
は
、
医
療
技
術

の
進
歩
等
に
よ
っ
て
、
今
後
も
さ
ら
に

延
び
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
、
老
後
の
生

活
費
の
不
安
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

　

国
民
年
金
は
、
生
き
て
い
る
限
り
年

金
が
受
け
ら
れ
る
、
一
生
涯
の
保
障
で
す
。

　

国
民
年
金
は
、
老
後
だ
け
で
な
く
、

加
入
者
が
不
慮
の
事
故
や
、
重
い
病
気

で
障
害
が
残
っ
た
と
き
に
は
、
そ
の
障

害
の
程
度
に
よ
り
、
「
障
害
基
礎
年
金
」

が
、
ま
た
不
幸
に
し
て
亡
く
な
ら
れ
た

時
に
は
、
そ
の
遺
族
に
「
遺
族
基
礎
年

金
」
が
支
給
さ
れ
ま
す
。

メリット１
メリット２

メリット３

国民年金保険料の強制徴収を実施しています
　

日
本
国
内
に
お
住
ま
い
の
20
歳
以
上
60
歳
未
満

の
方
は
全
員
、
国
民
年
金
に
加
入
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
自
営
業
や
農
林
漁
業
な
ど
国
民
年
金

第
１
号
被
保
険
者
に
該
当
す
る
方
は
、
毎
月
決
め

ら
れ
た
保
険
料
額
を
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

　

し
か
し
、
保
険
料
の
負
担
能
力
が
あ
り
な
が
ら

長
期
に
未
納
を
続
け
る
と
、
将
来
無
年
金
に
な
る

恐
れ
が
あ
る
だ
け
で
な
く
、
ま
じ
め
に
保
険
料
を

納
付
さ
れ
て
い
る
方
々
と
の
公
平
性
を
損
な
い
、

ひ
い
て
は
社
会
連
帯
に
基
づ
く
基
礎
年
金
制
度
の

根
幹
を
揺
る
が
し
か
ね
な
い
重
大
な
問
題
と
な
っ

て
き
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
県
下
の
各
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、

度
重
な
る
納
付
督
励
（
督
促
）
を
行
っ
て
い
る
に

も
か
か
わ
ら
ず
、
納
付
義
務
を
果
た
し
て
い
た
だ

け
な
い
場
合
、
未
納
者
本
人
だ
け
で
な
く
、
連
帯

納
付
義
務
者
で
あ
る
配
偶
者
や
世
帯
主
の
財
産
を

差
し
押
さ
え
る
、
強
制
徴
収
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

国
民
年
金
の
保
険
料
納
付
は
、
単
に
義
務
で
あ

る
だ
け
で
な
く
、
未
納
の
状
態
が
続
け
ば
、
将
来

の
老
齢
年
金
は
も
ち
ろ
ん
、
も
し
も
の
時
の
障
害

年
金
や
、
遺
族
年
金
も
受
給
で
き
な
く
な
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。

　

経
済
的
な
理
由
等
で
、
保
険
料
納
付
が
ど
う
し

て
も
困
難
な
場
合
は
、
保
険
料
免
除
制
度
、
や
若

年
者
納
付
猶
予
制
度
な
ど
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お

近
く
の
社
会
保
険
事
務
所
ま
で
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　

国
民
年
金
・
厚
生
年
金
の
老
齢
年

金
や
老
齢
基
礎
年
金
な
ど
は
、
税
法

上
「
雑
所
得
」
と
み
な
さ
れ
所
得
税

の
課
税
対
象
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
社
会
保
険
庁
は
年
金

を
支
払
う
際
に
所
得
税
の
源
泉
徴
収

を
行
い
、
老
齢
年
金
な
ど
の
受
給
者

全
員
に
「
公
的
年
金
等
の
源
泉
徴
収

票
」
を
１
月
31
日
ま
で
に
送
付
し
ま

す
。

　

２
つ
以
上
の
年
金
を
受
け
て
い
る

人
や
、
年
金
の
ほ
か
に
給
与
所
得
な

ど
が
あ
る
人
は
、
確
定
申
告
の
と
き

に
、
源
泉
徴
収
票
の
添
付
が
必
要
に

な
り
ま
す
の
で
、
大
切
に
保
管
し
て

く
だ
さ
い
。

※
障
害
年
金
や
遺
族
年
金
に
つ
い
て

は
、
課
税
対
象
と
は
な
り
ま
せ
ん
の

で
、
源
泉
徴
収
票
は
送
付
さ
れ
ま
せ

ん
。

問
い
合
わ
せ
先

　

川
越
町
町
民
環
境
課

　
　

℡
３
６
６
・
７
１
１
５

　

四
日
市
社
会
保
険
事
務
所

　
　

℡
３
５
３
・
５
５
１
５

　

今
年
か
ら
40
歳
以
上
を
対
象
と
し
た
特
定
健
診

が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
40
〜
59
歳
の
健
康
診

断
へ
の
関
心
が
低
い
結
果
が
で
ま
し
た
。

　

健
診
は
、
あ
な
た
の
健
康
を
見
守
り
、
そ
の
異

変
に
い
ち
早
く
気
づ
く
た
め
に
な
く
て
は
な
ら
な

い
も
の
で
す
。
１
年
に
１
回
は
健
診
を
受
け
、
健

診
結
果
か
ら
普
段
の
生
活
を
見
直
し
て
い
く
こ
と

が
、
い
き
い
き
と
し
た
毎
日
を
支
え
る
礎
に
な
り

ま
す
。　

今
回
の
６
項
目
は
、
健
康
を
維
持
す
る

た
め
に
は
ど
れ
も
欠
か
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

こ
の
機
会
に
普
段
の
生
活
習
慣
の
見
直
し
も
ぜ
ひ

し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

　

あ
な
た
に
と
っ
て
も
、
そ
し
て
あ
な
た
の
大
切

な
人
に
と
っ
て
も
、
あ
な
た
の
健
康
は
か
け
が
え

の
な
い
も
の
で
す
。

　11月3日（月）に行われたふれあい祭で、
健推コーナーの一環として川越町民の健康づ
くりに対する意識調査を行い、571名の方に
参加していただきました。調査結果をご紹介
いたします。

運 動

健康診断

心の健康

栄 養
食 事

　歯　

　たばこ
アルコール

０～19歳

40～59歳

20～39歳

60歳以上

問い合わせ先　健康推進課 ℡３６５・１３９９

町
の
み
ん
な
が
主
人
公　
健
康
の
木
”

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

0 10 20 30　（％）

年
齢
別
の
関
心
の
高
さ
は
？

運　動　
　24％

心の健康
 11.6％

歯 22.1％

健康診断
　10.3％

　たばこ
アルコール
　　6.1％

栄養・食事
　 25.9％

健康の木

関心が高いのは
　どれですか？

第１位

第５位

第４位

第３位

第６位

第２位

”

　三重県では平成20年６月30日で、こ

の事業を廃止することになりました。

これを受けて、川越町では、平成21年

１月分からの三重県交通災害共済の加

入募集は行いません。（詳しい内容に

つきましては広報かわごえ10月号をご

覧ください。）

問い合わせ先　

　総務課　℡３６６・７１１３

三重県交通災害共済事業
　　廃止のお知らせ

防災講演会のお知らせ防災講演会のお知らせ
「災害時における
　自助・共助・公助について」

国
民
年
金
の
保
険
料
は
、月
額

１
４ 

４
１
０
円（
２０
年
度
）で
す
。　

収
め
た
保
険
料
分
は

税
金
の
負
担
が
軽
減
さ

れ
ま
す
。

不
測
の
事
態
に
備
え
る

保
険
と
し
て
、サ
ポ
ー
ト

し
ま
す
。

終
身
の
年
金
と
し
て
、　

老
後
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

,

講　師　同志社大学社会学部教授

　　　　立木　茂雄　先生

日　時　平成２１年１月１８日（日）

　　　　１３時３０分～１５時３０分

ところ　あいあいホール【入場無料】

主　催　三重県地域防災教育センター

共　催　三泗ぼうさいネット

問い合わせ先

　　　　総務課　℡３６６・７１１３


